
クチ ソ80窺9/ecを 対照 として乱切法に よつて 夫 々50～

60名 の6～7才 の児童に接種 した。

2)ツ ペルク リンアレルギ ーの惹起及び経過 を1
,3,

6・及び12ケ 月目に200σ 倍及び ユ00倍稀 釈旧 ツベルク

リンを用いて追求 した。

3)油 死菌 ワクチ ソに佐 る陽転効果 は生菌BCG接 種

忙及ぱず1～6ケ 月間は40～50%を 維持 し・12ケ 月 目

忙 は ユ9～26%に だちた0

4)各 群 の接種局所 は極 めて軽 い障害 にと 虻まつた
。

5)ワ クチ ンの製法,菌 株 の選択 ,接 種方法 に今後 の

工夫研究が必要に思 われ る。
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結 核 菌 の発 育環 に関す る研 究(第2報)

ツカ ムラ ミチ ヲ

鼠 立 松 山 病 院 東 村 道 雄

1緒 言

結核 菌に非抗酸性型があることはMarmerek① 似 来

知 られて 凝 り・Bezang・n・PhilibertetHaudur・y(2),

Kahn&N・nidez(3)・Thuringer&Butler(4)等 によ

つ て非航 酸性穎粒 ・非抗酸性桿 菌の存在が認め られ,既

等か ら抗酸性桿菌へO発 育過程が考察 されたが,最 近植

田(5)は 結核菌の発育環 に就いて注 目すべき研 究を行つ

て非抗酸性穎粒か ら非抗酸性糸状型,更 に非抗酸性桿菌

へ と変化す る過程を発育環 とし,抗 酸性桿菌は変性 して

発育能力 を もたぬ ものであると述べた。

結核菌 の発育環 の研究 に当つては種 々の方法が取 られ

て お り・例 えば 申村等(6)に よるフイル ム培地 による方

法又は懸滴標本による方法等が生菌観察に用いられ,抗

酸性,非 抗酸性の見地からの観察には菌膜又は菌集落の

切片標本の観察が行われた。著者は第1報 で述べた様に,

結核菌浮游液を作つて予め其の一部を鏡検して形態を

観た後に,他 の培地に移植して其の形態的変化を観察す

る方法によつて結核菌発育環に就いて研究し,(O非 抗酸

性桿菌から非抗酸性桿菌を生じる過程,② 非抗酸性桿菌

が抗酸性桿菌に変化する過程,(3)抗酸性桿菌から非抗酸

性桿菌が生じる過程の存在を確め,iElの3つ の過程の連

続を主発育環と教 た・又瀦 は轡 菌のピクリソ嚇

変 作 用(7)に 就 い て 研 究 した 際 に鳥 型結 核菌 がS6rens.n

の燐 酸 塩 緩 衝液 に 少量 のGlycerinb◎iii11◎nを 加 えた 液
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中で特有 な発育 をすることを知つたので,此 の 培 地 を

Puffex培 地 と呼ぶ ことにした。tElの培地 中では鳥 型 結

核菌は経徐 に発育 し,紮状発育 か ら薄膜へ と発展 し,染色

鏡検す ると構造が略 気一様であ り,且 つ互 にムタン様物

質で連結せ られていて貼付標本 とするのに便利 である。

又著者はSuIfa剤 の鳥型結核菌発育環に及 ぼす作用(8)

に就いて研 究した際,IHemosulfamine(Aminomethy1-

phenylsUlf◎namideHCIgaltう 等 のSulfai剤2)ζ 結核菌

の発育 を達延 させ るこ とを知 り,Homosulfamineを 倍

数稀 ㌍ して各試験管 に結核菌を接 種 して お くとHomo一

融If鍛}i鵬 の濃度 の差 によつて 種 々の発育 の系列が認め

られ ることを知つた◎そこで(発 育が遅延す ることは発

育環 の観察 を容易 にする)此 等 の方法は或特殊な場 合で

あると云 う非難 を免れ得ぬか もしれ ぬが,此 等の場 合を

明 らか にす ることは一般 の場合 の解明の端 緒 とな り得 る

と考 えて既の方法 に よる発育環 の研究を行つた。

2実 験成綾並び に考按

A)所 謂Puffer培 地 に於け る鳥型結 核菌の発育 に就

いて

.(1)Puffer培 地 に於 ける鳥型結核菌 発 育 の肉眼的観

察

所謂P"ffer培 地 はpH7.6Sδrensenの 燐酸塩緩衝

液(憩 た5)に10%の 割合 に3%(:lyoerinbouillonを,

鉱1%の 割合に ピク リン酸 を加 えた ものを10ec宛 試験

管 に分注 したものを用いた。岡 ・片倉培地に保存 した鳥

型結核菌蛾調株(以 下鳥型結核菌 と記 す)をpH7・0,3%

Glycerinb◎uilloPに1白 金耳接種 して37。c24～48時

間培 養すると試験管の管底 に紫状 の発育が認め られ る。

既 を鏡検す ると非抗 酸性桿 菌(Ziehl-Neelsen染 色法 に

よる。Ziehl液 加 温2分,3%塩 酸 アル コール30秒,

L6fflerのMethylenblau液1分 。)の 集落であ る。L}1

を振澱 して懸濁液 と し,其 の0・5ccをP・lffer培 地 に

移 し370Cに 培養 する。移植直後は投入 した 菌 群は管

底 に一一序にepalescentと なつて浮游 してい るが,24時

間後 には架状物 となつて集 ま り,培 養液 は全 く透明 とな

るe鄭 ちGly6erinbouillonで は振湯 に よつて容易,に懸i

濁液が出来 るのに此 の ・恥ffer培 地では互 にムチ ン様物

質 で連結 し振盟 して も懸濁液が生 じ難 い。此 の紮状物は

円錐状 とな り其 の尖端が液面 に向つて伸 びて ゆ く。集落

は蜘蛛 の巣状乃至網状の円錐形を してい るc培 養3日 後

頃に円錐の尖端 は液面 に逮 し漸次 液面状 に薄層 となつて

拡が る◎姥 の時 の集落は恰 も液 中で龍 巻の様 な恰好を し

てい る。培養3～4日 後 頃には薄 い網状菌膜が生 じ,既

の薄 い菌膜 と管底 とは糸状物に よつて連 なつてい る。次

いで菌膜 の厚 さが増す とともに管底 との連絡が切れて菌

膜 か ら糸状物が垂れ下 る◎菌膜 は厚さが増 して も柔か く

GlycerinbouiII◎RかSaut。n培 地 でみ られ る様 な厚い膜

にな ることはない。菌 膜 は暫 く保たれ ているが培養7日

後頃 か ら後 には崩壌 しは じめ遂 に全部管底に沈 降す るひ

此 の菌膜形成迄 の様子 は興昧深 い ものと思われ る。

(2)Puffer培 亀 に於 ける烏型結核菌発育の顕微鏡 的e

・観察

a)Puffer培 地 に於け る非抗酸性桿菌か らの発育経

過(既 の結果 は10数 回 の笑験 申典型的 な変化 を掲げ る。)

Puffer培 地 にGIyeerinbouiIIon24N48時 聞培養 の

非抗 酸性桿菌 を移 した時 の肉眼的変化 は(1>で 述ぺた通

りであるが,菌 集落 を白金耳です く、取 つて生 菌で観 察

L)又 別 に貼付標本 としてZiehl-Neel8eM染 色法 及び

Weiss氏 法(Much顯 粒染色)を 施 して観 察 した。、

(aの12～24時 間後 。集落は非抗酸性桿菌の連鎖乃至

疎な網 目状 の連結が認 め られ る。一部 には移植 した桿菌

と同 じ大 きさの桿 菌の一端 に細い糸状 の非抗 酸性桿菌が

屈曲 しなが ら縦 に連結 してい るものが認め られ る。既 の

時生菌 では 特 に細い糸 状の桿 菌は 殆 ど見当 ら な い か

ら,非 抗 酸性桿菌 の幼若 な ものがZiehユ ーNeelSen染 色

に よつて糸状 に見 える様 にな るもの と思 われ る(生 菌 を

Glycerinbouillonの 一滴上 に加 えて懸 滴 標 本 と し て

37。Cの 保温装置中で観察 してい ると桿菌 の一・端か ら糸

状 の突起が伸び るの を認め ることがあ る。上 に述べ たの

は同一標本中の数 を問題 としている)。 又非抗酸性 の集

落 の中に少数の抗 酸性桿菌を認 めるととが ある◎何 れ に

して も以上の所見は非抗酸 性桿菌 から非抗酸性桿菌が次

次 と生 じて ゆ くことを示す もの と考 えられ る◎更に稽 之

時聞 を経過す ると非抗 酸性網状構造物が認め られ る。此

は一見糸状菌様の ものか ら成立つてい る様にみえ るけれ

ども,前 に非抗酸 性桿菌 から非抗酸性桿菌が発育す る過

程が認 められ,生 菌で も桿菌 の網状連結が認め られ,其

の屈曲連結点 に光 る瓢粒 が認 あ られ る処 から考 えて矢張

り非抗酸桂桿菌の集 落 と考 え られ る。又非抗酸性顯粒 を

認 めることが あるが,此 の大部分が桿菌 の幼若 なもの と

考 えられ,一 部は非抗酸性桿菌 への発育伸 長の途 中と考

え られ ることは第1報 で述 べたo爾 恐 らく止ヒの非抗 酸性

網状構造 はBezangon等 の云 うSnbstancecyan(》phiIe'

であ ろ うと思 われ る◎

既の時 より梢曳 時聞 を経過 して非抗酸性網状構造 の処

処 にFnchsin淡 染又 は濃染 の抗酸性桿菌が認 め られ る。

又稀 に網状構造 の上に点 々と抗 酸性籟 粒を認 めることが

ある。

(a2)x×2時 聞後。次 いで殆 ど全部抗 酸 性 桿 菌 の連

結か ら成 る網 状乃至集束状構造 が認め られる。即 ち此の

所見 を参照す ると(a1)で 認 め られた非抗酸性網状構造

上 に点 々と認 め られ た抗酸性穎粒は,網 状構造全部が抗,

酸性 となる前提 として生 じた ものと思われ る。

(aの24x3時 間後◎抗酸性桿菌OP-一端 ・時 に 両端 に

非抗酸性 桿菌乃至糸状体 が生 じてい る◎即 ち既は前の抗

酸性桿菌か ら非抗酸 性桿菌が発芽 したことを示す もの と



考 えられる。

(a4)24×4時 間後。Methylenblau淡 染の網 状 構造

上にMethylepblau濃 染 の紡錘状桿菌及 び勾玉状乃 至

星状 の穎粒(游 離)が 多数混 じてい るものの申 に少数の

抗酸性桿菌が点在 してい る。既の抗酸性桿菌は前の(a2)

か ら,非 抗 酸性菌 は(as)の 非抗酸性桿 菌か ら由来 した

もの と思われ る。生 菌の観察 では桿 菌の結合体ばか りの

様 にみ えて,上 述 の様な紡錘状や穎粒様 の ものは見出せ

なかつ た。邸 ち生菌では桿菌状の ものが染 色に より変形

した 鉱 一部だけが染ま るか,難 染の部分が あつた りす

るのではないかと思われ る。

(a5)24×5時 間後。再び殆 ど全部が抗 酸 性 となつて

お り,強 弱 の抗酸性桿菌及び抗酸性穎粒の連続体 から成

り立つてい る。

(鞠)24×6時 間後。非抗酸性 の網状構造の申に 抗 酸

性桿菌,抗 酸性穎粒及び其 の連続体 が認 められ る。

(小括並び に考按)

以上の変化 を通覧す るとPuffer培 地での鳥型結核菌

の発育過程は次 の順序で行 われ るもの と思われ る。即 ち

非抗酸性桿菌が次 々と非抗酸性桿 菌を生 じて其 の連結体

か ら成 る非抗酸性網状構造 を作 り,此 の網状構造 の中 に

点 々と抗酸性穎粒又は桿菌が出現 し,や がて網状構造 を

作 る桿 菌全部が抗酸性 とな る。次 いで此の抗酸性桿菌の

各 々か ら非抗酸性桿菌が発芽 し,此 の非抗酸性桿菌か ら

Methylenblau淡 染 又は濃染 の非抗酸 性桿菌及び穎粒

(穎粒 の大部分 は生菌では桿 菌型 であると思 われ る)を

次 々と生 じて此等の全体が抗酸性桿菌及 び抗酸性穎粒の

連続体 に変つて行 く。更に次 に再 び非抗酸性菌が此等 の

抗酸性桿菌か ら生 じて抗酸 性菌 と混 じて存在す る様 にな

る。Ziehl-Neelsen染 色 で認められ る穎粒 の多 くは 生

菌では桿菌で ある と思われ るから,以 上 の発育過程は桿

菌か ら桿菌を生 じる過程が主とな り,且 つ第1報 で述 べ

た3過 程か ら成 り立つてい ると考 えられる◎省抗 酸性桿

菌 の連続体は発育の後半 には じめて認め られること及び

此か らの発育 の像が認め られない ことか ら考 えて退化変

性 したものか,又 は胞子の様 な保存形になつた ものであ

るか と考え られ るが,何 れ に属す るかは今後研究を行 い

たい。又Methylenblau濃 染のヲ芦抗酸性顯粒がMethy-

Ienbユauza染 又は難 染 の紐 状 体 で互 に連結 している像

が認め られ,此 の臨 生菌で も殆 ど桿菌ばか りであつた

ことか ら考え ると,生 菌で桿 菌であるものが染色 に際 し

て菌の穎 粒のみが染色せ られ るため に非抗酸性穎粒 と認

め られ ることがあ る之思 われ る。但 し生菌 で も稀 に少数

の穎粒の存在 を認め るか ら非抗酸性穎粒 のすぺてが生菌

で桿菌であ ると云 うわ けではない。 〆

b)Puffer培 地 に於ける抗酸性桿 菌か らの発育経過

Puffer培 地 にGlyoerinb◎ui110n3～4～7日 培養の

抗酸 性桿 菌を移 して前 と同様 に観察 した。
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此 の場合 も初め抗 酸性桿菌か ら非抗酸魅菌が発芽す る

過程では じまる以外は前のa)の 場合 と大同小異 であ り,

矢張 り第1報 で述 ぺた3つ の発育 過程が主 として行われ

てい ると考 え られ る。衙此 の場合24時 聞後又 は其後で

菌集落が増大 しているのに鋭 検 して抗酸 性桿菌ばか りを

認め ることがある。抗酸性桿菌か ら発芽 した ものが常 に

非抗酸性菌であ るとす ると標本の一部に其 が認 められて

もよさそ うに思 われ るのにそれが認め られ ぬ時が あるの

は抗 酸性桿 菌か ら弱抗酸性桿菌が生 じる過程又は弱抗酸

性桿 菌か ら弱抗酸性桿菌が生 じる過 程が あるのではない

か と思われ る。既 の場合は第1報 で述 べた3つ の主過程

の非抗酸 性桿菌 が弱抗酸性桿菌 と置 き変 つたわけで,結

核菌 竜生物 であるか ら其の時 々の条件 によつて多少の変

異が来て もよさそ うである。

B)Hom◎sulfamine含 有 のSaut◎xx培 地 に於け る鳥

型結核菌の発育 に就いて

著者はHomosulfamiue等 のSulfa剤 が鳥型結 核菌

の発育 を遅延 させ ることを実験 したことが あるので此 を

発育環 の研究 に利用す るこ とと した◎pH7・OSauton

培地(ASparaginの 代 りに同量 のグル タ ミン酸 曹 達 を

使用)でHomosulfamineを 種 々の濃度 に稀釈 して,其

の各 々にGIycerinb◎uillon48時 問培養の非抗酸性桿

菌 々液(鏡 検 して確めた後使用)を1白 金耳 宛 接 種 して

37。Cに 培養 し時 聞を追つて標本 を作 つて鏡検 してい る

と約72時 間後(2～3～4日 後)に 各稀釈列 に一連 の発

育過程を観察す ることが出来 た。H◎mesulfamineの

6,400倍 か ら40万 倍位 の澗 の処で得 られた駈見 を挙げ

ると次 の通 りで ある(但 しHomosulfamineのillの 濃

度では抗酸性菌が非抗酸性化 した り,直 ちに穎粒化 した

りする現象は認め られない)。(1)最 も濃 度の高 い処(例

えば6,400倍 の処)で は小 さい集落が発生 し鏡検す ると

Methylenblau濃 染及 び淡染 の非抗酸性桿 菌の連 結 が

み られ る。 ② 次 に既等の非抗 酸性桿 菌が抗酸性桿菌 と

な り・抗酸性桿 菌の一端 に非抗 酸性穎粒が附着 した像が

み られ る。但 し此 の時 も生菌の観察では殆 ど桿菌ばか り

の様 にみえる。(3)Methylenblau淡 染 の糸状乃至網状

構造が拡が り,其 の申に点 々と多数 の非抗酸性顎粒が認

め られ・抗酸性桿菌も少数点在 してい る◎(4)次 い で非

抗酸性網状構造の上 に多数 の抗酸性顯粒が点在 してみ え

る様 にな り非抗酸性籟粒は少数 とな る。但 し此 の抗酸性

穎粒 は 連な ることな く点在 して,網 状構造 の上に 存在

し,非 抗酸性穎粒 は網状溝造 の上 にはない◎(5)網 状構

造 はFuchsinに もMethyleBblauに も難染 とな り,

其 の上 に多数 の抗酸性桿菌及 び抗酸性穎粒の連続体 が出

現す る。 ⑥ 次 いで短連鎖又は単離の抗酸性桿菌が多 く

見 られ る◎既等 の抗酸性桿 菌の菌体内 には1乃 至数 箇の

非抗酸性頴粒が認め られ る◎(71抗 酸性短桿菌及び抗酸

性顯粒が多数 認められ る。既等の抗酸性短桿 菌及び願粒

は内に非抗酸性 の点を蔵 してい る◎



376

(小括並び に考按)

以上の変 化は同時 に観察 された ものであるが・(D～(6)

の変化 の内で,(1)が 最 もHomosulfamine濃 度の高い

試験管で認め られ集落 も小 さく,次 いで ②～(5)が 順次

に濃度の低 い試験管 で認 められ,(6)が 最 もHomOSUlrl

famine濃 度 の低 い試験管で認め られ厚い菌膜 を形成 し

ていた事実か ら考えて,此 等 の(1)か ら ⑥ 迄 の変化が

順 次 に 起 る一列の変化 と考 えて誤 りなかろ うと思 われ

る。又事笑其処 に見出され る変化 も,此 等が一つ の連続

した変化 を示 すと考 えて も無 理のない変化 であるし,又

既等は前のPuffer培 地での観 察結果 と一一…一致1.て い る点

矧 …深 く思われ る。

C)GlyeexinbouiI1◎n及 びSautGn寒 天培地 だ於け

る鳥型結核 菌の発育 に就 いて

岡 ・片倉培地 に保存 した鳥型結核 菌を既等 の培地 に1

白金耳接種 して37。Cに 培養 し順次 に塗抹標本 を作 るの

に,菌 が密集 し,種 々の形態の ものが現われ るので観察

は嗣難 であるが,此 等 の培地 に於け る鳥型結核菌 の変化

も前述のA)及 びB)の 場合 と類 似 してお り,A)及 び

B)で 認め られ た変化が行われ るのではないかと思 われ,

る◎即 ちは じめ非抗酸性穎粒 を主 とす る像 がみ られ,次

い で非抗 酸性桿 菌の集落 とな り,漸 次 弱抗酸性桿菌 を混

じて来て遂 に抗 酸性桿 菌を主 とす る様 にな る。集落 の密

度 は非抗 酸性菌では疎 で抗酸性菌では集束 し密集す る。

更 に培養 日数が経 過す るにつれて非抗酸性顎 粒を菌体内

に有 する抗酸性桿菌,抗 酸性穎粒 の連続体が出現 し,既

に非抗酸性穎粒か非抗 酸性桿菌 を少数混 艮る像がみ られ

る。

3'考 按

著=者は第1報 で鳥型結核菌の発育環 に於いて,(1)非

抗酸性桿 菌か ら非抗酸性桿 菌 を生 じる過程,(2)非 抗酸 ・

性桿 菌が抗酸性桿菌 となる過程,的 抗酸性桿菌 から非

抗 酸性桿 菌が発芽す る過程の3過 程 の存在 を証明 して此

等 を結 んだ環 を発育環の主過程 と考 えたが,以 上に得 ら

れた結果 は何れ も1比を裏害 きする もので あつて,一 見複

雑 にみえる鳥型結核菌の発育 も此等 の3過 程が連続 して

繰返 され てい るに過 ぎない と考 えて よい と思われ る。両

以上の主過程 に属 さない過程 として抗酸性桿菌の運命が

あるが第一 叛で抗酸性桿菌が非抗酸性頼粒 を菌体 肉に有

す る抗 酸性桿菌 に変 ることに就 いて述べたが本報 のB)

で得 られた結果 は,既 が更に非抗酸 の点(穎 粒)を 内に

蔵す る抗酸性短桿菌,更 に穎粒に変化す ることを示す と

考 えられ るが,此 の非抗酸性穎粒 を内蔵す る抗酸姓穎粒

が発芽能力 を有す るか どうか と云 うことが問題 と して残

され る。若 し発芽能 力が なければ変性 とみ られ るし,発芽

能 力を有 していれは(他 の培地 に移 した時)胞 子形成の

様 な意昧 をもつ ものと思われ るが既 の問題 に就いては後

に研究 したい。又非抗 酸性網状構造(恐 ら くSnbstanoe

cysn。phile)腓 撒 性桿 菌力俳 抗酸性桿 菌を生 じて形

成 され る し,又 生菌での状態 か ら考 えて も,非 抗酸性桿

菌の集合体 と考え られる。既 の非抗酸性網状構造 ガ抗酸

性 とな る過程は,全 体 がMothylenblauに 染 ま り難 や

な るとともに,抗 酸性桿菌及 び抗酸 性纈粒連続体 が構造

上 に綴現 す ることによつて行 われ る◎而 して既 の変化 の

途 中で抗 酸 性 顯 粒 が網 状構造 上 に点 々と出現 する時期

があ ることか ら考 えると,非 抗酸性桿菌か ら直接抗酸性

顯粒連続体 を生 じることが あるのではない かと思われ る

(抗酸 性を呈 す る物質 を少量有 してい る生菌が固定・染色

され て既 の物質 が少量 のため点状 に凝集 したのか もしれ

ぬ。事 実此等 の抗酸性顯粒連続体は無染 の長桿状体の上

に存在 している)◎ 然 しなが ら斯様 な変化 を認め得 るこ

とは比較 的稀 で,Methylenbエau濃 染 の非抗 酸 性 桿 菌

か らMethyエenbエau淡 染 の非抗酸 性桿 菌,Fuehsin淡

染乃至紫色がかつた色 の弱抗 酸性桿 菌,恥Gh8i識 濃 染

の抗酸性桿菌 に到 る迄 の移行 を認 めるこ≧が多い。

4結 論

所謂Puffer培 地及びHom。sulfamineを 含有す る

Sauton培 地 を用いて鳥型結 核 菌の発育 過程をZiehl-

Neelsen染 色及 び生菌 で観察 し,既 をGlycerinbouil燭
キ

10n及 びSauton寒 天培地 に於 け る発育過程 と比較 し次

の結果 を得 た。

1)結 核菌の発育環 は(1)非 抗酸性桿菌か ら非 抗酸性

桿菌 を生 じる過程,(2)非 抗酸性桿菌が抗酸性桿菌 とな

る過程,⑧ 抗 酸性桿菌 か ら非抗酸性桿菌 を発生 す る過

程 の3過 程の連結であ り,一 見複雑多岐 に見え る鳥型結

核菌 の発育過程 もよく観察 す ると以上 の3過 程の繰 り返

しか ち成 り立つてい る。

2)非 抗酸性網状構造(恐 ら くSubstancecyano-

phile)は 非抗酸性桿菌 か ら非抗酸性桿菌 を生 じる過程 の

繰 り返 しによつて形 成 され る。既 の非抗酸性網状構造は

Methylenblauに 染 ま り難 くなるとともに,構 造 の上

に点 々と抗酸性顯粒を生 じ,次 いで抗酸性顯粒 の連続体

及 び抗酸性桿菌 を生 じて全部抗 酸性 とな る◎倫既 の際,

非抗酸性桿菌か ら直接抗酸性頼粒の連続体 を生 じること

があ ると思われ る。

3)抗 酸性桿菌は菌体 中 に非抗 酸性顯粒 を生 じ,順 次

菌体 中の非抗酸性願粒 の数 を増す。非抗酸 性顯粒 を菌体

申に有する抗酸性桿菌 は非抗酸牲穎粒を菌体 中に有す る

抗酸性短桿菌,更 に非抗酸性顯粒 を内蔵 す る抗酸性顯粒

とな る。

4)生 菌では普通 の桿 菌の形態 を示 す ものが,Zieh1-

Neelsen染 色法 に よつて 観察す ると細い 糸状又 は 紡錘

状の非抗 酸性桿 菌又 は顯粒 となつ七みえることが あると

考 えられ る。-

5)所 謂Puffe・ 培地 に於いて・鳥 型結 核薗の菌膜形

成の興味 ある過程 を観 察 し得 た。
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　 　 　 　 (本論文の要旨は第25回 結核病学会総会に於て報告した◎)

　 　 　　 　 　 　　 　 緒 　 　　雷

　 肺結核 の診断並びに治療 に際 し喀痩申の結核菌を検出

す る事は必要 且つ重要 な る問題 である。従来 喀褻 中結核

菌 の検出法 としては単純塗抹法,集 菌法,培 養法並び に

動 物接種法等 あ リッ その菌発見法 と して の能 力乃至限度

に関 して各 々比較検討 され来 つた処 である。

　 集菌法はUhlenhuthの 「ア ンチホル ミン」法(1),

Petroffの 苛性曹達法(2)等 あれ ども塗抹標 本のみの 目

的 に用いるには田村氏集菌法(3)が最 も優秀 であると云 わ

れ る。即ち同氏 に よれぼ単純塗抹法 の約3ア 倍,「 アンチ

ホル ミン」法 の約8倍,d'Arienzo佐 々木法 の約3倍 の

菌検出率を示す と云つている。

　 培養法 に関 して は野村氏(4)は 岡 ・片倉,「 レーヴエ ン

ス タイン」,Je　nsenに よる同変法及び「ペ トラニァ=… 」

の各培養 基 と ユ940年 新 しく発表 され たf・t・　・一ソ」第4培

養基及び昭 莉16年9月 発表 された占部,山 田両氏の簡

易H培 養基 の・6種に就て,結 核菌証明法 として笑用的価

値 に就て検査 した結果各 々特長 を有す るが故 に結核菌培

養法適用の場所 に応 じて適当 に使用せ らるべきであると

してい る。高橋,内 町両氏(5)はPetroff,　 Petrpgnani,

Hohn,鈴 木,岡 ・片 倉 の各結核菌培地 の比較実験 によ

り岡 ・片倉培地最 も優れ,次 い でPetragnani,鈴 木,

Petroff,　H⑪hn各 培地 の順序 であると述ぺている。

　 恩飾林教授は昭和23年9月 関東結 核 談 話 会 に於て

Sfide　cell　eUltureに よる結核菌検出法(6)を 報 告 され
ゆ
た。 この方法 は患者 喀 褻 を 処理遠沈後 その沈渣を直接

S・C・C・ す ることによ り,曙 疫申に僅少 に存 在 する結

覆 菌を増殖せ しめ鏡検 に際 し菌 の発見 を容易な らしめる

目的を有す。然 して培養 日数が短 く,簡 単 な器具 を用い

費 用 も少な く容易 に施行 出来 る特徴が ある。私 は本法 と

集 菌法・培養法申最 も検出率高 く普及 してい る田村氏集　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

菌法・岡 ・片倉培養法 とを15例 に就 き比較 した。爾 そ

の申8例 に於て螢光顕微鏡法 を も同時 に施行 したのでそ

の結果 を附記す。

　 　　 　　　 　　 実 　験 　方　法

　林,坂 田両氏(7)が 結核第21巻 に報 吉した方法 によ り

苛性曹達加脱 脂牛乳 を用い喀褻を各種稀 釈 し,そ の各 々

につき単純塗抹法,田 村氏集菌法(変 法),岡 。片倉培 養

並 びにS・C・C・ 法を行 つた。

　 〔A〕　苛性曹達加脱脂牛 乳

　 　A液:N/10苛 性曹達溶液 と脱 脂牛乳 との等量混合

　 　　 　　 液

　 　B液:N/30苛 性曹達溶液6容 量 と脱脂 牛乳1容 量

　 　　 　　 との混合液

　 〔B〕 操 　作

　 喀湊 を「シヤ ーレ」にと り5csxの 注射筒を用いて吸入

圧出 し外見上殆 ど一様に見 える様 になす。之 を試験管 に

とり,A液 を等量添 加 した後,箸 にて充分麗絆す る(原

湊の2倍 稀釈)。次 にB液 を以 てこの2倍 稀釈喀湊 を 逐

次10倍 稀釈 し稀煉毎 に箸 にて よく麗搾す る。箸並び に

稀釈に用い る駒込「ピペ ッ ト」は毎 回薪 しい ものと取かえ

使用ナ。斯様 にして2×107～2×109倍 稀釈喀湊迄作 り,

各 々の ものにつ き夫 々単純 塗抹法 を行 い,更 に稀釈喀湊

の各 々同量宛(3・6cの につ き田村氏集菌法,圃 ・片 倉

培養法・並 びにS・C・C・ 法 を施行す◎

　 1)　田村氏集菌法(変 法)並 びに螢光顕微鏡法

　稀 釈喀褻3・6CKXに25%苛 性曹達溶液2滴 を滴 下 し,

之 を火焔 上にて稽 之沸騰す る迄加温 しつ 玉箸 で擬押後,

薪鮮 な る水 を少量宛加 え更に加温麗絆 し全量約90c.uな

らしめ3000廻 転20分 間遠 心 し沈溢 を2枚 の 「オブェ

ク トグラ ス」に夫 々縦約1cm,横 約3cmの 矩形 に拡げ乾

燥,固 定後,「 チー・i…ル,ネ ールセ ン」氏 染色法 並びにrア

ウラ ミン」染色法を施行 す。

　 2)　 S.C.C.法


